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01.国⽴⼤学法⼈等職員について



01.国⽴⼤学法⼈等職員について
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−国⽴⼤学法⼈等 とは？−
国⽴⼤学法⼈

（全７地区８６校）

国⽴⾼等専⾨学校機構
（機構本部及び全国５１校）

⼤学共同利⽤機関法⼈ など

全国７地区
２００機関以上

北海道地区

九州地区

東海・北陸地区

近畿地区
関東甲信越地区

東北地区

中国・四国地区



01.国⽴⼤学法⼈等職員について
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−国⽴⼤学の法⼈化−
国の⾏政機関
（国⽴⼤学）

法⼈格を有する機関
（国⽴⼤学法⼈）

国の政策に基づく
⼈事・予算の配分

各機関が⾃ら
中期⽬標・中期計画を策定

国家公務員 法⼈職員

国
⽴
⼤
学
法
⼈
化



01.国⽴⼤学法⼈等職員について
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−国⽴⼤学法⼈等職員とは−
⺠間企業
■経営の⽬線
■柔軟な発想

国⽴⼤学法⼈等職員
⺠間企業と公務員の⻑所を併せ持った独⾃の制度

＊利益だけではない公共的価値の追求＊
＊各法⼈の個性と特⾊を⽣かした柔軟性のある予算・組織の編成＊

国家・地⽅公務員
■公共的な役割
■税⾦による運営

▼ ▼
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02.職員の仕事内容について
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02.職員の仕事内容について

−事務職員、図書系職員、技術職員の仕事−

技術職員

事務職員
総務・⼈事系 財 務 系 教務・学⽣系

国際交流系研究協⼒系 医療事務系

図書系
職員

施 設 系 教 室 系
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜総務・⼈事系−

◎規則等の制定及び改廃

◎会議の運営

◎広報活動の企画、広報刊⾏物の編集及び発⾏

◎⼤学の運営や組織改⾰等に係る企画・⽴案

◎教職員の採⽤・退職等の⼈事管理

◎教職員の基本給及び諸⼿当の決定 等

主な職務内容
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜総務・⼈事系−
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜財 務 系−

◎組織運営のために必要な予算の配分・執⾏

◎授業料、⼊学料、検定料等の収⼊の管理

◎教育・研究のための寄付⾦，補助⾦等の経理

◎物品の購⼊等に係る契約⼿続き

◎⼟地・建物等の固定資産の管理

◎教職員の給与や出張旅費等の計算及び⽀給 等

主な職務内容



12

02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜財 務 系−



13

02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜教務・学⽣系−

◎⼊学者の選抜試験の実施

◎学⽣の⼊学及び卒業等の⼿続き、学籍の管理

◎カリキュラムの編成、履修⼿続き、修学指導

◎学⽣の⽣活指導及び学⽣相談

◎奨学⾦及び⼊学料・授業料免除⼿続き

◎学⽣の就職指導、インターンシップ 等

主な職務内容
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜教務・学⽣系−
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜研究協⼒系−

◎競争的研究資⾦の獲得､活⽤に係る⼿続き

◎⺠間機関等との共同研究、産学官連携の推進

◎教員の研究環境の整備

◎若⼿研究者及び⼥性研究者の研究⽀援

◎地域連携の推進

◎知的財産の創出、保護、活⽤ 等

主な職務内容
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜研究協⼒系−
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜国際交流系−

◎海外の⼤学及び研究機関との学術交流

◎外国⼈研究者の受⼊れ

◎外国⼈留学⽣の受⼊れ及び修学・⽣活⽀援

◎海外オフィスの管理・運営

◎ダイバーシティの推進

◎国際広報業務 等

主な職務内容
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜国際交流系−
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜医療事務系−

◎病院運営、患者サービスの企画、⽴案

◎⼊院患者の⼊院、退院⼿続き

◎診療費の計算、請求及び収納

◎医療福祉相談

◎地域医療連携の推進

◎特定機能病院の運営に係る事務⼿続 等

主な職務内容
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02.職員の仕事内容について

−事務職員の仕事｜医療事務系−
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02.職員の仕事内容について

−図書系職員の仕事−

◎図書館資料の閲覧、貸出

◎図書館資料に関する参考調査、情報検索

◎利⽤案内、広報活動

◎他機関との相互利⽤、⽂献複写

◎図書館情報システムの管理、運⽤

◎⽬録情報の作成及び管理 等

主な職務内容



22

02.職員の仕事内容について

−図書系職員の仕事−
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02.職員の仕事内容について

−技術職員の仕事｜施設系技術−

◎施設の整備等に係る企画及び調査

◎施設の整備等に関する予算要求

◎⼯事の契約⼿続き

◎⼯事の計画、設計、施⾏管理

◎図⾯の整理及び保存

◎施設の維持保全に係る点検、保守、衛⽣管理 等

主な職務内容
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02.職員の仕事内容について

−技術職員の仕事｜施設系技術−
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02.職員の仕事内容について

−技術職員の仕事｜教室系技術−

◎教育・研究の技術⽀援

◎学⽣の実験・実習の企画、⽴案及び準備

◎学⽣の実験・実習の技術指導及び助⾔

◎研究実験⽤の機械・機器・装置等の開発、維持管理

◎研究実験⽤の各種資料の採取、保存及び標本作製

◎各種実験データの測定、処理及び分析 等

主な職務内容
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02.職員の仕事内容について

−技術職員の仕事｜教室系技術−
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02.職員の仕事内容について

−技術職員の専⾨分野−
施設系 教室系
電 気
機 械
建 築
⼟ ⽊

電 気
機 械
建 築
⼟ ⽊

電⼦・情報

資源⼯学

農 学
林 学

化 学
物 理

⽣物・⽣命科学

＊実際の勤務部署では､より細分化された専⾨領域で業務に従事します。
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02.職員の仕事内容について

−職員の異動について−
総務・⼈事系

財 務 系

教務・学⽣系国際交流系

研究協⼒系

医療事務系

＊基本的には、採⽤された機関の中での異動
＊概ね２〜３年毎に実施
＊幅広く業務を担当し、⾒識を深めるとともに経験を積む

＊上記の他、他機関への出向や⽂部科学省への実務研修制度もあります
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03.職員の勤務条件について
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03.職員の勤務条件について

−給与及び諸⼿当−
初任給

賞 与

諸⼿当

福利厚⽣

■⽉額基本給１８０，０００円〜２１０，０００円程度
＊令和２年度採⽤者の実績
＊学歴や職歴に応じて、変動があります

■年２回（６⽉３０⽇及び１２⽉１０⽇）に⽀給

■時間外⼿当、通勤⼿当、住居⼿当、扶養⼿当 等

■⽂部科学省共済組合に加⼊
■雇⽤保険・労災保険適⽤
■職員宿舎や体育施設等の利⽤可

＊いずれも国家公務員に適⽤される給与や⼿当、福利厚⽣に準じた制度
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03.職員の勤務条件について

−勤務時間及び休暇−
勤務時間

休 ⽇

休暇制度

育児休業等

■１⽇７時間４５分勤務（【始業】８時３０分 〜【終業】１７時１５分）
＊機関や勤務部署によって異なる場合があります。

■⼟・⽇・祝⽇、年末年始

■年次有給休暇（年間２０⽇）
■特別休暇（夏期休暇、結婚休暇、産前・産後休暇、忌引休暇等）
■病気休暇 等

■育児休業・介護休業
■育児短時間勤務
■育児部分休業制度 等
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03.職員の勤務条件について

−各種研修制度−
階層別研修

専⾨研修

語学研修

■初任職員研修 ■フォローアップ研修
■中堅職員研修 ■係⻑研修 等

■会計実務研修
■学⽣⽀援担当職員ＳＤ研修 ■学⽣指導研修会
■施設担当職員研修会 ■技術職員研修
■図書館新任担当者実務研修 等

■英会話研修■ビジネスライティング研修■オンライン研修
■英会話スクール利⽤研修■海外語学研修 等
その他
■⽂部科学省関係機関職員⾏政実務研修 等
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04.採⽤試験について



04.採⽤試験について
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−試験の概要−
北海道地区

九州地区

東海・北陸地区

近畿地区
関東甲信越地区

東北地区

中国・四国地区

■全７地区毎に募集
■１地区・１試験区分のみ申込可
＊複数地区での受験はできません。
＊複数の試験区分への併願はできません。
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−試験のスケジュール−
受験申込み

第⼀次試験実施
（教養試験）

合格者発表

合同説明会及び職場訪問
（第⼆次試験申込み）

第⼆次試験実施
（⾯接試験等）

令和４年度

5 ⽉11⽇（⽔）〜 25 ⽇（⽔）

7 ⽉ 3 ⽇（⽇）

7 ⽉ 21 ⽇（⽊）

7⽉下旬〜 8⽉上旬
（令和３年度は中⽌）

▼

▼

▼

▼

04.採⽤試験について

8⽉以降
※各機関が個別に実施



技術職員

事務職員

04.採⽤試験について
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−試験区分について−
総務・⼈事系
財 務 系
教務・学⽣系

国際交流系
研究協⼒系

医療事務系

図書系職員

施 設 系
教 室 系

事 務

図 書

電 気
機 械
⼟ ⽊
建 築
化 学
物 理
電⼦・情報
資源⼯学
農 学
林 学

⽣物・⽣命科学



04.採⽤試験について
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−試験の実施⽅法等−
第⼀次試験

第⼆次試験

■教養試験
■４０問（全問必須回答・多肢選択式・⼤学卒業程度）
■試験時間 １２０分

■⾯接試験・考査等（各機関が個別に実施）
＊図書系及び技術の試験区分は、⼆次試験で専⾨性を考査
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05.令和３年度の実施結果について
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05.令和３年度の実施結果について
−第⼀次試験の実施結果−

試験区分
■事 務 ９２１⼈（４０５⼈） ３９４⼈（１６９⼈）
■図 書 ４６⼈（ ３０⼈） １６⼈（ １２⼈）
■電 気 ２⼈（ ０⼈） １⼈（ ０⼈）
■機 械 ８⼈（ ０⼈） ６⼈（ ０⼈）
■⼟ ⽊ ー ー
■建 築 ４⼈（ ３⼈） ３⼈（ ２⼈）
■化 学 ２⼈（ ０⼈） １⼈（ ０⼈）
■物 理 ０⼈（ ０⼈） ー
■電⼦・情報 ５⼈（ ０⼈） ３⼈（ ０⼈）
■資源⼯学 ー ー
■農 学 ７⼈（ ２⼈） ２⼈（ １⼈）
■林 学 ５⼈（ ２⼈） ３⼈（ １⼈）
■⽣物・⽣命科学 ２⼈（ ２⼈） １⼈（ １⼈）

■合 計 １，００２⼈（４４４⼈） ４３０⼈（１８６⼈）

受験申込者数 第⼀次試験合格者数

＊括弧内の数値は⼥性の⼈数（内数）
＊資源⼯学、農学は採⽤予定なし



ご静聴ありがとう
ございました


